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1. テーマ概要・目的（暫定版）
　本GPの目的は現在行われている情報モラル教育を再検討し、情報モラル教育の可能性を探ることにある。現在、我々は情報化による便利さを享受できるようになった一方で、ネット犯罪などの情報化社会の「影の部分」の問題とも向き合わねばならない状況にある。とりわけ近年は「学校裏サイト」に代表されるようなネット上で誹謗中傷を書き込んだり、安易にネット上に個人情報を書き込んでしまったりといった問題が後を絶たない。こうした問題は、利用者の多くがインターネットに関する知識や倫理観といったいわゆる「情報モラル」が十分に身についていない、むしろ欠如しているということが要因の一つとして挙げられるのではなかろうか。我々の班は以上の問題意識の下、「情報モラル教育」に焦点を当てて研究を進めていく。
「情報モラル」という言葉は2008年に改訂された『学習指導要領』において改訂前に比べてかなり強調されるようになった。政府としても情報モラル教育の推進しようという方針なのである。しかし、一方で上記のような問題が後を絶たない現状を踏まえれば、現行の情報モラル教育のどこかに「何かしらの問題点」があることが指摘できよう。本GPにおいてはこの「何かしらの問題点」を明らかにしつつ、SNSサイトなどが発展している現代における情報モラル教育の展望と可能性を描き出していきたい。
                                                     ↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的には4ページの「思い」の部分で触れる。
　　　　　　　　　　　　・SNSサイトなとが発展している現代において、それらを有効なツールとし
　　　　　　　　　　　　　て活かせるようにする為の情報モラル教育。
　　　　　　　　　　　　・情報社会の「光」と「影」を十分理解したうえで、積極的に活用すること
　　　　　　　　　　　　　を可能にさせるような情報モラル教育。　などを軸に考えていきたい。
☆中間発表では、あまり内容面を披露できるほど進んでいません・・・
したがって、今回は我々の班の頭の中を次ページで文章化することを試みます。方針で迷走している部分がかなりあるので、いろいろなアドバイスをいただければと思います(＠_＠;)
２．班の頭の中整理チャート～論を進める前提として～

Practical Problem

◆SNS(Face Book、Twitter)の発達
　  →個人情報をつぶやいたり、自分の犯罪自慢
（バカ発見器と呼ばれるTwitter）　　　　　　　　
　◆「学校裏サイト」など、ネット上の誹謗中傷　　　　　　
　◆ネット犯罪に巻き込まれる子どもたち
　　→課金サイトや架空請求サイト
　　　　　　　　　　　　　
Research
を進めてみると…？
　
◆日本において、情報教育はかなり早期の段階から行われている!!（歴史参照）
◆「情報モラル」の育成も『学習指導要領』で謳われている。

　　 
先行研究を踏まえて班で出た意見（列挙）
　 ◆「情報教育」においてパソコンの扱い方（いわゆる「スキル」）の方が重視され、「モラル」教育の部分が軽視されがちになってしまっているのではないか??
　 ◆「情報モラル」という語自体が多様な意味を内在しているために、内容があいまいに？➪後述a
　　 ☆情報モラル＝・「情報安全」と「情報倫理」の2側面
　　　　　　　　　 ・著作権などの保護の観点から見ると「人権教育」の側面もある。
   ◆ 教育課程（カリキュラム）の問題点
　 ◆「情報モラル」を扱うとされる、教科・領域は多様
　　 ⇔様々な観点から情報モラルを学べる一方でそれをつなぐようなものが存在しないのではないか。
　　 ＝各教科・領域で学んだことを「情報モラル」という1つの概念に集約することが出来ていないの 
       では？
　 ◆ 学校教育だけじゃなく、家庭や地域との連帯も見ていく必要があるのでは？
　

   ※以上を踏まえて班としてどこにフォーカスしていくか！？➪後述c　　　
　　　　　↑現在ここで煮詰まっているのでぜひ意見を賜りたく思います。・°°・(((p(≧□≦)q)))・°°
３. 具体的な内容―簡単に―
a. 情報モラル教育とは何か？
　◆文科省の定義◆
　　「情報モラルとは、情報社会において、適正な活動を行うための基になる考え方と態度」
＊考え方＝正しい判断をする能力　　態度＝判断に基づいて実践する力

　➪つまり、情報モラル教育は情報化社会における適切な判断力と実践力を養う教育と捉えることがで

　　きる。　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　具体的にはどんな教育がなされているの??

　　＊情報モラル教育の2側面＝「情報倫理」と「情報安全」
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　　　　＝非常に教育の内容が広範囲!!
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b. 情報モラル教育と教育課程
　◆情報モラル教育を担う教科領域（08学習指導要領）
　　・小学校：国語・社会・道徳・学級活動・「総合」
　　・中学校：国語・社会・音楽・美術・保健体育・技術・家庭科・道徳・学級活動・「総合」
　　　　　＊　　　囲いは情報教育の中心となる科目
　　○情報教育＝段階に合わせて系統的・体系的に行うべき

　　　　　　　　　（中教審「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について」（第一次答申H8））
　　　⇔ 総合における情報教育＝扱っても扱わなくてもよい。カリキュラムは決まっておらず裁量に任

　　　　　　　　　　　　　　　 されている。＝体系的な情報教育が行われていると言えるのか！？

　　○多様な教科・領域で行われているために、それぞれがばらばらなものとしてとらえられているの

　　　では？→「情報モラル」という1つの概念でくくることができていないのではないか。

　　○実践の形式⇒ 「体験型」or 「講義形式」？

　　○授業時間数の問題。
c. 班としてのフォーカスポイントと方針
　◆論じる対象
　　①そもそも対象を学校教育に絞ってよいのか？
　　　学校だけでなく、家庭教育の重要では??→教育するという観点からやはり学校教育を見るべき!
　　②情報モラル教育の体系性などから全体的に見つつ、カリキュラム上の問題を指摘（ex.系統性の欠
　　　如）していくべきか、ある学校段階、ある教科（領域）に絞り、その範囲内における情報モラル
　　　教育を見ていくべきか。⇒もし、絞るとしたら「義務教育段階」を見ていきたい。
　  ③「情報倫理」教育と「情報安全」教育のどちらに軸足を置くべきか
　　　⇒どっちも大事！現時点では両方見ていく
　◆今後の方針（思い）
　　①従来の情報モラル教育は、子どもたちの情報化社会の「影」の部分への理解を高めようと努めて
　　　きた。（子どもたちにブレーキをかけるための役割）
　　　→・新たに情報化社会の「光」の部分に子どもたちが興味を持つような情報モラル教育を模索し
　　　　　たい。
　　　　・過度な禁止は情報化社会に後れをとることにつながるとの指摘もある。
　　　　・フィルタリング規制のように子どもをネットの危険から守る手段も存在するが、こうした外
　　　　　部による管理だけでなく、子どもたち自身が「光」と「影」の双方を理解したうえで、ネッ
　　　　 トを使えるようになってもらいたい。＝情報モラル教育の必要性
　　②体験を重視したモラル教育を提案していきたい（ex.模擬SNS実践など）
　　　⇔・講義に比べて体験の方が「モラルが高まった」という実証をするのは難しい。　
　　　　　　　　・アンケート調査等ではデータは豊富。実践を取り入れている事例も豊富
　　　　　But時間制約上1回の実践だけという場合も多い。継続性がない。
　　　　・知識も実践も両方を兼ね備えた教育モデルが必要では？　（極論：情報モラル科の創設）
　　　　　⇒知識⇔体験の往復を行うこと、単発の授業で行わないことで効果的な学習を行えるのでは?
　　③モラルを教えることがモラル低下の再生産となっているのではないか？（班の推論）
　　　⇒・中途半端な知識を持ったがゆえに逆に危険に近づこうとする子どもが現れるのでは？
　　　　・もし、これを示すことが出来たら情報モラル教育の示唆につなげられないか？？
◆現在の課題
　　① 班として、「何を」「どこまで」「どのよう」に明らかにするかを明確にする。
　　② フォーカスポイントを絞る。現在のままだと単なる空論に過ぎない
　　③ ①②をもとに比較国の選定を行う。
　　④ 論理が飛躍しないように内容を組み立てていく。今回の発表でも論理がぐちゃぐちゃになってい
　　　るので、先行研究の整理も行う。
　　・上記を見ていただければわかると思いますが、かなり迷走しています。
　　・レジュメを読んでいただいて、気になった点やアドバイス等がありましたら是非お教え下さい。
　　　よろしくお願いします。
子どもたちに


情報モラルが欠如している！？











日本では、制度上・教育課程上情報教育は行われており、情報モラルについても明確に規定されている!!





にもかかわらず、モラル教育は十分機能していないのではないか!?


それはなぜ・・・・?





➪後述b





文科省もこれとは別の定義による捉え方をしている部分もあるので、この見方も再検討の必要あり








